２　羽合町の地理的観察
コの字形の沖積平　　　羽合町東部の山地、東郷町東南部から北条町南部にいたる山麓、西方の茶臼山などコの字形に
野　　　　　　　　　囲まれた日本海沿岸の海抜１０メートルたらずの平坦地は、天神川の自然営力によってできた冲積
　　　　　　　　　　平野で、新生代の第３紀の終りから、第４紀ごろにだいたいができあがり、その後もたびたびの洪水によって流出した土砂がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(たいせき),堆積)したものであることは、上浅津EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ふなと),舟渡)の９９メートル余のボーリング、羽合小学校建設当時のボーリングや基礎の掘りあげ工事にあらわれた泥の深層、竹田橋付近のボーリング、国道９号線の天神橋ならびにその附近のボーリングでわかった地層や堆積土砂仮層状態でも推測でき、およそ１０万及至２０万年前にさかのぼることができよう。

　　　　　　　　　　　だいたい日本海沿岸は、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ちかく),地殻)運動過程から観察すれば汀線は隆過程のうちにあるようであるが、
　　　　　　　　　　汀線内の冲積地帯の一部には、１万年余このかた１～２メートルぐらい沈下しているところもあることは、北条町島のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(じょう),繩)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(もん),文)式遺跡層、おなじ北尾の古代農民の住居遺跡が新らしい冲積泥土の下層から発見された例からもEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(こうてい),肯定)できるし、羽合小学校建設ボーリング３０メートル下層からEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ひし),菱)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(のみ),実)が出土したことも、その傍証となるのではあるまいか。

　　　　　　　　　　　この浅いコの字形の湾内の東半にできた冲積小平野が、現在の羽合田圃６００余ヘクタールの良田で、東郷町野花の北山古墳上からの展望でも現在のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ちぼう),地貌)がよくわかる。その中央の一部に突きでているのが日下山の丘陵で、東郷湖東方は、御冠山・馬ノ山とつらなる小EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(さんい),山彙)である。
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